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誤解だらけの仏教(1～2)
一禅者の見た 「法が露わになると

き」

試論 『正法眼蔵』における仏道の

体系(3)

異類 中行について

『正法眼蔵』における賭壁瓦礫に
ついて(続)

『正法眼蔵』 にお ける草木国土
論(1)一仏教における草木国土と自
然一

『正法眼蔵』における尽の思想(5)
一 特 に尽力について一

良寛における仏道 と詩歌(上 ・下)

今,問 われている禅一仏祖正伝の坐禅
のゆ くえ一

『宝慶記』にみえる 「居所」の語
句の解し方について

『法華経』と道元禅師(講 演)

道元禅師の仏 ・菩薩 ・祖の定i義に
ついて

正法眼蔵における二重否定

内山愚童 と近代禅思想一戦争 ・差
別 ・人権に対する仏教者の視座を
め ぐって一

道元禅における 『浬禦』の依用に
ついて

十二巻本 『正法眼蔵』と「さとり」
について

道元禅師の門下 と天台論議

楊岐方會の家風

禅宗の中の法華学

無の問題一西谷啓治の宗教哲学に
ついて一

『永平広録』の世界観

臨済禅をめぐる断想(10～13)

『永平広録』研究(1)

道元禅師 とクザーヌスの信にっい
て一比較思想的研究一
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白隠禅の思想的背景

道元禅師の宗旨と遺事

剣川石窟の思想的意義

道元禅における時のつらな り

禅における混沌の問題

「眼蔵」のさす外道の制多 とは

『正法眼蔵』無
上心の否定表現
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印度学仏教学研究

宗学研究

松ケ岡文庫研究年報
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花園大学研究紀要
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洞門における本覚法門研究の諸問題
一 『漢光類聚』をめぐる付論一

『坐禅用心記不能語』の註釈態度
について

『正法眼蔵』「山水経」考

天桂伝尊 と嗣法論一天桂の開山法
重視 と借住について一

天桂伝尊 と嗣法問題一五峰開音 と
天桂の嗣法について一

橋田邦彦 と 『正法眼蔵』

道元禅師と 「洞源和尚」一宮沢賢
治の,知 られざる曹洞禅的開眼一

〔講演〕刹那生滅を生きる

天桂伝尊の研究一天桂派下の著作
を通 して一

圓仏教禅思想の基礎

盤珪禅にみる易行の意味について

般若の宗旨について

『正法眼蔵』における 「所有」の
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『伝光録』 と 『正法眼蔵』(2)

『伝光録』と 『正法眼蔵』(3)
一 『伝光録』における心一

道元の清規の拠 り所としてのイソ
ド仏教思想一その1,囑 楊枝にっ
いて一

仏道者道元の死闘㊦一 「私」の苦

闘一

『正法眼蔵』における 「法」の捉
え方について
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白隠の「隻手」公案の意義(2～3)

不生 で生きる(1～10)

金綱集の一考察一第七 「禅見聞」
について一

元朝や廓然無聖 ガスパール

米沢地区に於ける両忘禅の系譜
(上 ・下)

日本仏教における性差別の諸相
一曹洞宗の問題を中心に一

日本仏教における母性観一曹洞宗
の伝統的母性観に関する批判的考

察(1)一

日本仏教における母性観一曹洞宗
の伝統的母性観に関する批判的考
察(2)一

鈴木大拙の原風景(10～111

「本来無一物」は外道の法

『無門関』参究覚書(2～12)

『洞上五位偏正口訣』対比

禅における仏心の参究 とその具象
的表現の様式

西田哲学における真宗義の投映
一 「宗教論」の序説的一考察一

身心脱落考

「身心脱落」話の意義 とその歴史
的展開

道元における正法眼蔵 の発想 と
その成案一その七十五巻本を踏え
て一

道元禅師の嗣法観

道元禅師の因果観をめ ぐる一考察

道元禅師における宗教的時間の特

質

西谷先生の参禅

「教育老」型人格における宗教信
念と実践の問題一無適 ・橋田邦彦
と 『正法眼蔵』一

『正法眼蔵』にみられる外道の語
義にっいて

道元禅師の修証観一禅師の批判の
内容を通して一

存在の根源を求めて

宗学と差別一宗典に見 られる差別
語との関連において一

祖師禅に於ける 「祖」字の概念に
ついて

民族信仰と宗門の教義

鈴木大拙はどこにいたか(1～3)
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道元における因果観

『正法眼蔵』 「受戒」の巻をめぐ
る問題について一特にその位置付

けにおける一

只管打坐考一 「自未得度先度他」
との関係において一

『正法眼蔵』 「三時業」の巻の説
示において道元禅師の意図された
こと

『正法眼蔵』撰述において道元禅師
の探求され続けたこと一特に十

巻二本 と鎌倉教化との接点におい
て一

栄西門流における戒律観にっいて

『摩詞止観』と 『正法眼蔵』
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普照 禅師と道元禅師について(1)

『伝光録』についての一視点
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『碧巌録』を読む(2)

摩詞衛禅師と「頓悟」
『大乗開心顕性頓悟真宗論』の依
用文献について
訳注 『斐休拾遺問』(D

百丈教団と潟山教団

興聖寺本 『馬鳴菩薩伝』について

北宗禅と五方便

『五方便』の成立と北宗禅

敦燈本六祖壇経

『天台南岳心要』について

南宋末曹洞禅僧列伝㈲

元代曹洞僧列伝㈹一天童山の雲外
雲山由について一
『碧巌録』の諸本について

新出 〔船子和尚擾樟歌〕について
中国仏教成立の一側面一裁松道者
の話の成立と展開一

恵能伝の発想の一考察

明代南蔵初入蔵禅籍と定厳浄戒

大乗禅8101

禅文化14610

印度学仏教学研究41-112

駒 沢大学禅研究所年報33

印度学仏教学研究41-112

印度学仏教学研究41-112

宗学研究343

麟 套鱗 学院仏教学255
禅学研究702

曹洞宗宗学研究所紀要53

縷 大学徽 学部研究5・3
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密庵威傑の思想
南宋における洞済の交渉に関する
一考察

耶律楚材論一金朝滅亡期における
思想状況と政治状況の牽聯一
趙州と信心銘

『臨済録』と「臨済録抄綱」

「読む」

印度学仏教学研究40-23

宗学研究343

駒沢大学禅研究所年報3

禅文化研究所紀要18
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飯 塚 大 展

石 井 清 純

石 井 清 純

石 川 力 山

石 川 力 山

石 川 力 山

石 島 尚 雄

遠 藤 廣 昭

尾 崎 正 善

尾 崎 正 善

『宗門無尽灯論』(1～5)

天台小止観 と坐禅用心記

雑学事件考一 「代 り法門」をめ ぐ
って一

戦国期の寺院 ・教団と天皇勅許の
資格 ・称号

中世の温泉 と 「温泉寺」をめぐっ
て

『正法眼蔵聞書抄』 口語訳の試み
一諸悪莫作(2)一

『大徳寺夜話』にっいて一養聖会
下の記述を中心 として一

駒沢大学蔵 『臨済録抄』にっいて
一臨済録の講義 と密参 との関係を

中心に一

新草十二巻本 『正法眼蔵』の構成
について

乾坤院本 「洗面」と洞雲寺本 「洗
面」にっいて(3)

中世仏教における尼の位相につい
て一特に初期曹洞宗教団を中心と
して一

中世曹洞宗切紙の分類試論⑲一参
話(宗 旨 ・公案 ・口訣)関 係を中
心 として(補)一

中世曹洞宗切紙の分類試論㈲一儀
礼(授,戒 ・点眼 ・施餓鬼,そ の
他)関 係を中心 として一

詮慧 ・経豪に関する一考察一特に
『聞書抄』・『梵網経略抄』を通し
て一

天英祥貞の行状について

『昌樹林清規』について一篁山清
規 との比較において一

『椙樹林清規』に関する一考察
一 『螢山清規』との比較において

(2)一

大乗禅

宗学研究

宗学研究

歴史評論

歴史学研究
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駒沢大学仏教学部研究503
紀要

駒沢大学禅研究所年報33

縷 大学仏教学細 究5・3

駒沢大学仏教学部論集2310

宗学研究

宗学研究

宗学研究
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曹洞宗宗学研究所紀要53
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『昌樹林清規』の 『黄藁清規』受
容について一 『洞上僧堂清規考訂
別録』の批判を通 して一

無著道忠の世系

新出資料 ・真字 『正法眼蔵』の翻
刻 ・紹介(3)一永 昌院本 と松源院本
にっいて一

良寛和尚と大忍について

『正法眼蔵』「安居」の儀軌

道元禅師の漢語語彙初稿(序)
一 金沢文庫本 『正法眼蔵』にみる

(1)一

『正法眼蔵那一宝』稿本 『正法眼
蔵弁註』について

曹洞宗と密教一 『甘露門』の成立
と背景一

道元禅師在宋中の軌跡

近世村落社会における修験 と曹洞
宗寺院

日本の禅と欧米の出会い歴史的研

究

天桂伝尊における在家教化

天桂伝尊と盤珪永琢

天桂の嗣法関係資料一静居寺世代
牌問題一

護国と清浄

伝春本 『正法眼蔵随聞記』の紹介及
び祓語について

月船禅慧伝 について一伝記 と法

系一

『武士禅機縁集』研究序説一武士
と禅一

『教乗公案集』について

宗源祖師の頂相に就て

禅宗史研究六十年(上 ・下)

私 のみた正法眼蔵写本における懐焚師書写識
語の記載について

『元亨釈書』の先行史書観

馬郎婦観音信仰 と一統和尚

道元禅師の遺偶 と鎌倉下向の捏造
説について

近世寺院における本末関係一尾張
正眼寺を中心 として一

天龍寺 と角倉家

貞閑禅尼にみる不徹庵尼衆の展開

大応派の 『臨済録抄』にっいて

曹洞宗研究員研究紀要

松ケ岡文庫研究年報

駒沢大学禅研究所年報

宗学研究

宗学研究

曹洞宗宗学研究所紀要

駒沢大学仏教学部研究
紀要

宗学研究

印度学仏教学研究

宗学研究

花園大学研究紀要

宗学研究

23

ρU

り
Q

4

4

り
Q

O
O

5

50

34

40-2

43

駒沢大学禅研究所年報

曹洞宗宗学研究所紀要

国家と宗教

宗学研究34

宗学研究34

縷 好 短鰍 学研究25
印度学仏教学研究41-1

宗学研究34

日本歴史

宗学研究34

龍谷史壇99・100合 併

禅文化研究所紀要18

宗学研究34

翻 諜 糞学鰍 法制45
禅文化143

花 園史学13

松 ケ岡文庫研究年報6
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吉 田 俊 英

吉 田 道 興

吉 田 道 興

吉 田 道 興

ロバー ト・
エイ トケン

曹洞宗における秋葉信仰一秋葉信
仰史の展開と初期曹洞宗における
受容一

無著道忠筆「永平禅寺三祖行業記」
の翻刻 ・紹介

道元禅師伝の史料研究一 「三大尊
行状記」 と 「三祖行業記」を中心
に一

螢山禅師撰とされる『道元禅師伝』
考

禅のこころ 芭蕉のこころ(完)

宗学研究34

宗学研究34

駒 沢大学禅研究所年報3

印度学仏教学研究41-1

禅文 化143
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無刀両断

海へ

禅と経営について

循環する命 東洋医学の人生観
黄壁山紀行 隠元禅師生誕四〇〇
年を記念して
電算処理による禅文献研究一その
方法的模索一
救いとしての坐禅の可能性一坐禅
人類学考一
瞑想に関する心理学的研究(第3
報)
生命との対話 キネシオロジー

子供たちを救え

メキシコの達摩

禅研究への社会心理学的知見への
適用
禅林墨蹟

学生の死接近体験と精神の受容
現代医学のすきま風 人と医学の
かかわり方

高田道見の教化活動について

医学と仏教
正法眼蔵都機の英語的表現につい
て

禅文化

禅文化

印度学仏教学研究

禅文化

禅文化

禅学研究

教化研修

駒沢社会学研究

禅文化

禅文化

禅文化

駒沢社会学研究

日本仏教学会年報

教化研修

禅文化

教化研修

禅文化
愛知学院大学語研
紀要
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〔書評 ・紹介〕

入 谷 仙 介

小 川 隆

入矢義高 『五山文学』

柳田聖山 訳注 『祖堂集』

花園大学研究紀要

花園大学研究紀要

243

243
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竹貫元勝編著 『近世黄壁宗末寺帳
集成』
伊藤隆寿著 『中国仏教の批判的研
究』
石井修道著 『道元禅の成立的研
究』を読む
西村恵信 『白隠入門』

沖本克己 『禅の思想とその流れ』
門脇佳吉著 『禅仏教とキリスト教
神秘主義』
中島晧象 『書道史より見る禅林の
墨蹟』

花園大学研究紀要 243

駒沢大学仏教学部論集2310

駒沢大学禅研究所年報33

花園大学研究紀要243

花園大学研究紀要243

大乗 禅81811

花園大学研究紀要243
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になってしまいました。関係各位に御迷惑をお掛けしたことを,深 くお詫び申し

上げるとともに,収 録できなかった論文については,追 加分として次号に掲載す

ることで補 う所存でお ります。

担当者 中 尾 良 信 九拝


